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『ギルガメシュ叙事詩』における夢とその周辺
―予知・夢解き・冥界幻視・無意識―
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場面展開に従って、大まかに四つに分ける。第 1 部は第 1–2 書板、第 2
部は第 3–6 書板、第 3 部は第 7–10 書板、第 4 部は第 11 書板とする。
それぞれの部分において夢や眠りに異なる意味合いが与えられている。
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2.1.　〈第 1 部〉　ギルガメシュとエンキドゥの出会い


















































64   ｜
このように〈第 1 部〉から〈第 3 部〉まで夢について語られているが、
夢とされるものの性格がそれぞれ異なっている。そして〈第 4 部〉では、

































































































































273a 彼は第 2 の夢を見る。
274 彼は起きあがって彼の母である女神の前に入って行った。
275 ギルガメシュはその母に言う。









































































































1 彼らは［20 ベール（約 120km）進んだところで］パンを割いた。
2 彼らは 30 ベール（約 180km）［進んだところで］夜の休息をとっ
た。
3 彼らはまる 1 日で［50 ベール（約 300km）］を進んだ。
4 1 か月と 15 日の［道のり］であったが、彼らは 3 日目にレバノン
の山に近づいた。（IV: 1-4）




の 45 日の道のりをわずか 3 日で歩く。ウルクからレバノン山脈までは約










































































































7ʼ 私は［・・・］。」（断片 Y3; George 2003, 596-597）








































































































































































































































































ここで潮流が 20 ベールも上がった（XI: 315）といわれていることは
重要である。ギルガメシュが赴いたのは文字通り、「深淵」だったのであ
り、彼が振り返ると元の「深淵」に戻っていて、「旅の記念」ともなるべ









327 町は 1 シャル（約3.9km2）、果樹園は 1 シャル、粘土の採掘場43）が
1 シャル、イシュタル神殿が半シャル、44）
328 （合わせて）3 シャル半、（それが）ウルクの領地。」（XI: 323-328）
この箇所は散文であり、全体が詩文の叙事詩の中で異質であるが、同一
の文言はすでに第 1 書板の序文のなか（I: 18-23）にあった。第 11 書板
の 328 行は標準版『ギルガメシュ叙事詩』の最後の行である。しかし後
に第 12 書板が付けられたために、さらに第 12 書板の 1 行目が「キャッ





て囲まれた第 1 書板 18 行から第 11 書板の 328 行を繰り返し読む（聴く）
ことの効果のすべてをここで考察することはできないが夢とその周辺事象
に着目して『ギルガメシュ叙事詩』をたどってみる。
























































































































































































行く方向は、第 2 の夢の部分でエブラ（イブラ、26 行）とされている。
96   ｜
それは、現在レバノン山脈とされる地域よりも北に位置するアマナス山脈









































































































84 「友よ、私は三つ目の夢をみた！」（OB, SC 3025: 25-84; Geroge 
2009, 30-35）





姿勢で眠ること（29 行）は、標準版と共通する（注 28 参照）。少なくと
も夢を見るに至るまでの旅路では、この姿勢ではなく、横になって眠るこ
とを示す動詞（nâlu）が用いられている（1 行）。57）なお、84 行目は、続
く第 2 書板の第 1 行を示す「キャッチライン」である















9 「私の友よ、私は第 4 の夢を見た。
10 それは（先の）私の三つの夢を越えている。


















6ʼ あなたが見た男は強いシャマシュだ。」（OB Nippur, IM 58451: 
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注
1） Noegel 2007; Zgoll 2006; Buttler 1998 など参照。邦文献では髙井 2013、月本訳
1996、346-354 も参照。また心理学者の渡辺恒夫（2010、19-20) が『ギルガメシュ
叙事詩』のなかの夢に言及している。
2） アッカド語では šuttu(m), šunatu(m) など、シュメール語では MÁŠ.GE6, MA.MÚ
などがある。
3） 渡辺和子 2005; 2006b; 2010; 2011; 2012 参照。
4） 髙井 2012、12-14 参照。
5） Oppenheim 2008, 256-295 参照。
6） 髙井 2012、10-12；Oppenheim 2008 参照。
7） Noegel 2008, iv*-v* 参照。
8） Tigay 1982 参照。
9） 『ビルガメスとアッカ』『ビルガメスとフワワ』『ビルガメスと天牛』『ビルガメスと
冥界』『ビルガメスの死』George 1999, 141-208 参照。
10） ヒッタイト語版とフリ語版の中村光男による邦訳（月本訳 1996、239-280）参照。
11） 『ギルガメシュ叙事詩』編集史の新しい論議は George 2003 参照。
12） 第 12 書板は、シュメール語の『ビルガメスと冥界』が部分的にアッカド語に直訳
されたもの。この書板が標準版に付加された経緯については諸説あるが、E. フラー
ムは、前 705 年にアッシリア王サルゴン 2 世が戦死し、その当時のアッシリア宮
廷の書記長ナブー・ズクプ・ケーヌが、サルゴン 2 世の死霊を供養する必要性を
訴えるために、供養されない死霊の悲惨なあり方が記された部分を含む抜粋を第
12 書板として付加したと推測している。Frahm 1999 参照。ジョージはこの説にも
触れているが、他の説の可能性も否定していない。George 2003, 47-54 参照。
13） 行の数え方は George 2003 に従う。邦訳は筆者による。
14） 「隕石」は「アヌの結び（目）kiṣri ša anim」と記されている。隕石が空から降っ
てくることから、天空神アヌの創造物の意味で「アヌが結んだもの」とされた。青





18） 標準版 I: 245-251 は古バビロニア版「ペンシルバニア書板」CBS 7771, i 1-9 と並
行する。George 2003, 172 参照。
『ギルガメシュ叙事詩』における夢とその周辺   ｜   103
19） 標準版 I: 254-255 は CBS 7771 i 11 と似た内容をもち、さらに次の並行箇所が
ある。I: 257 // CBS 7771 i 14; I: 259-260 // CBS 7771 i 15-16; I: 273-274 // CBS 
7771 i 24-25; I: 276-278 // CBS 7771 i 26-30.






22） 標準版 I: 290 // CBS 7771 ii 43.
23） ここでは、エンリルは最高神として天命を決定する役割をもつため、夢が示すもの
をエンリルが天命として命令することを、ギルガメシュが期待している。





を超える名声を残すためとされる。George 1999, 151; 162 参照。さらに “Gilgameš 








ニア版のなかにも言及されている。本論の「付論」97 頁（SC 3025, 29 行）参照。
29） アンズーにつては「アンズー神話」（渡辺 2012、86-87）参照。
30） 「冥界の神」はここでは「イルカラ（Irkalla）神」。イルカラは冥界の呼び名の一つ




32） 渡辺和子 2006、51-52 参照。
33） 臨死体験との類似はすでに拙論で指摘した。渡辺和子 2006、29 参照。
104   ｜
34） ベッカー 1992 参照。
35） 渡辺和子 2005、115 参照。
36） 渡辺和子 2012b、269 及び 275 参照。
37） 「死」の陰喩としての「盗人」については George 2003, 893-894 参照。
38） 渡辺和子 2012、263-264 参照。
39） 他の理由を含めた筆者による推測は渡辺和子 2010、82-83；2011、148-149 参照。
40） ギルガメシュの「喪明け」については渡辺和子 2010、83 参照。
41） XI 325-326 (= I 20-21) は、その前の 2 行（XI 323-324 = I 18-19）に続く文言とし
て、「その煉瓦が焼成煉瓦でないかどうかを。七賢人がその基礎を据えたのではな
いかどうかを」と訳されてきた（たとえば George 2003, 539 及び 725）。しかし筆
者は、「確実にその煉瓦は焼成煉瓦である！」という意味で「もしその煉瓦が焼成
煉瓦でないならば（私は呪われよ）!」（XI 325 = I 20）と表現していると解する。
次の行も同様である。二つの述語（「焼成煉瓦ではない」lā agurrat と「据えたの




42） 「 七 賢 人 」（7 muntalukū） は 大 洪 水 以 前 か ら 存 在 す る（ 七 ） 賢 人 ア プ カ ル
（apkallū）を指すのであろう。「アダパ（神話）」の主人公アダパは、シュメール
人の最古の都市エリドゥのアプカルとされる。Black and Green 1992, 163-164,
“Seven Sages” 参照。なおこの本の邦訳に当たるグリーン監修 2012、78 及び 80
では “Seven Sages” は「七精霊（アプカル）」と訳される。
43） 「採掘坑」でもあるが、ここでは非常に広いので「採掘場」とする。
44） 「半シャル」と解することについては CAD (The Assyrian Dictionary, The Oriental 
Institute, Chicago), P, 442a, “pitru B” 参照。
45） 渡辺和子 2010、92-93 頁参照。
46） 標準版に第 12 書板が付加された理由については注 12）参照。
47） George 1999, 175-195 参照。
48） 新アッシリア時代の作品リストのなかに「ギルガメシュの一連の書：スィン・レー
キ・ウンニンニの口（語り）による」とある。George 2003, 28 参照。
49） George 2003, 22-23 参照。
50） 現代の研究者によって「幻視」と名付けられている文書に「アッシリアの皇太子
の冥界幻視」（“The Underworld Vision of Assyrian Prince”）がある。Livingstone 
1989, 68-76 参照。夢とも関連するこの作品についての考察は後の課題とする。
51） 渡辺和子 2011 参照。
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52） これはジョージがすでに編纂したもの（George 2003, 224-242）の改編である。
53） 前 2 千年紀前半のエブラの住民はアラム人とされる。
54） しかし、あるシュメール語の文書には「エブラの森」から月神ナンナ・スエンのた
めに杉の樹脂をとったという記事がある。George 2003, 226; Ferrara 1973, 50 参照。
55） このうちの数か所は中期バビロニア時代のボアズキョイ出土のアッカド語文書
（“MB Boğ2”）に並行箇所をもつ。George 2003, 232-243; 318-321 参照。
56） アダドは天候神であり、雷神でもある。
57） このほか、同じ場面でのギルガメシュの夢に言及する同じコレクションの断片がい
くつか確認されている。George 2009, 38-39 参照。
58） 古バビロニア版の夢に関する記事を含むものには、さらにハルマル出土の IM 
52615 (OB Harmal1) がある。George 2003, 248-251 参照。
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